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12月定例会12月定例会
令和4年12月定例会は、11月30日（水）から12月20日
（火）まで開催され、条例11件、補正予算11件、請願陳
情1件、同意2件、議員発議2件、諮問1件、その他4件を
審議しました。

★ 上天草市消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

　人口減少により減少している本市の
消防団員を確保することを目
的として、消防団員の報酬お
よび費用弁償についての処遇
改善を図るもの。

条例改正条例改正

過
誤
納
付
還
付
金　

2
0
9
万
2
千
円
に
つ

い
て

問 

高
額
の
還
付
金
が
発
生
し
、
予
算
不

足
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
高
額
還
付

金
は
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
。

答 

固
定
資
産
税
1
2
2
万
3
1
0
0
円

の
還
付
に
つ
い
て
は
、
過
去
4
年
間
の
売
却

資
産
申
告
の
誤
り
に
よ
る
も
の
で
、
本
来
、

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
の
な
い
資
産
が
申

告
さ
れ
て
い
た
事
が
判
明
し
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
回
、
結
果
的
に
は
、
十
分
な
精

査
が
出
来
て
お
ら
ず
、
還
付
処
理
を
行
う
事

に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
固
定

資
産
税
44
万
9
6
0
0
円
の
還
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
過
去
4
年
間
、
建
物
が
存
在
す
る

も
の
と
し
て
課
税
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の

建
物
は
既
に
解
体
さ
れ
、
滅
失
し
て
い
た
事

が
判
明
し
た
も
の
で
す
。
課
税
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
十
分
に
行

い
な
が
ら
、
賦
課
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
物
件
の
滅
失
を
確
認
出
来
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
さ
ら
に
強
化

し
て
参
り
ま
す
。
法
人
市
民
税
65
万

2
4
0
0
円
の
還
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予

定
申
告
法
人
の
ケ
ー
ス
で
、
前
の
事
業
年
度

実
績
の
6
か
月
相
当
分
に
よ
る
予
定
申
告
と
、

確
定
申
告
と
の
差
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
制
度
上
、
致
し
方
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
適
正

な
課
税
、
過
誤
納
金
の
発
生
件
数
の
抑
止
に

努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

運
送
事
業
者
燃
料
高
騰
に
係
る
事
業
継
続
支

援
助
成
金　

3
千
万
円
に
つ
い
て

問 

積
算
根
拠
と
し
て
5
万
円
×
2
0
0

台
×
3
か
月
＝
3
千
万
円
と
し
て
お
ら
れ
る

が
、
そ
の
詳
細
は
。

答 

5
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
1
台
当

た
り
の
ひ
と
月
の
補
助
の
上
限
額
と
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
燃
料
費
高
騰
前
と
現
在
の
燃
油
価
格

を
比
較
し
た
上
で
、
燃
料
費
の
20
％
を
支
援

す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
事
業

者
へ
の
支
払
い
金
額
の
聞
き
取
り
等
を
行
い
、

燃
料
使
用
が
多
い
月
で
1
台
当
た
り
25
万
円

弱
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
20
％
で

あ
る
5
万
円
を
、
ひ
と
月
1
台
当
た
り
の
補

助
限
度
額
と
い
た
し
ま
し
た
。
2
0
0
台
に

つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
天

草
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
よ
り
、

貨
物
車
両
の
台
数
、
直
近
の
経
済
セ
ン
サ
ス

で
の
事
業
者
数
や
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
な

ど
か
ら
、
貨
物
が
1
3
7
台
程
度
、
旅
客
の

方
が
63
台
程
度
と
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

3
か
月
間
の
補
助
期
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

補
正
予
算
成
立
の
月
か
ら
、
今
年
度
内
で
申

請
が
可
能
な
2
月
ま
で
の
3
か
月
と
し
て
い

ま
す
。

議案質疑議案質疑

議
案
第
73
号　

令
和
4
年
度
上
天

草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
つ
い
て

議案質疑の動画

★ 上天草市職員定数条例の一部を
改正する条例の制定について

　上天草市立上天草総合病院の診療体
制の充実を図り、より良い医療を提供
することを目的として医師を増員する
もの。

12月8日の議案質疑の一部を要約して掲載します。

可
決

可
決
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補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）

請願・陳情
件　　　名 提　出　者 結　果

適格請求書等保存方式の導入の延期を

求める意見書提出に関する陳情

天草民主商工会大矢野支部代表

　荒川　貴範　外１名
採択

観光施設維持管理費
 264万2千円　

　龍ヶ岳山頂自然公園野外公衆トイレ
は男子小便器4基中2基の水漏れが発
生しており、現在使用できない状況で
あるため早急な修繕が必要となってい
る。松島街路灯については、観光客の
イメージダウンを防ぐため、また地域
住民にとっても防犯灯の役割をはたし
ており、早急な修繕が必要となってい
るもの。

消防施設整備事業
 134万3千円　

　水道局が毎年行う漏水調査で発見さ
れた消火栓の漏水については、消火栓
修繕の取り扱いにより、消火栓修繕負
担金の請求があったため、12月補正
予算へ計上するもの。

生活困窮者自立支援事業
 39万3千円　

　令和3年度生活困窮者就労準備支援
事業費等補助金の精算により発生した
還付金で、各事業の交付申請を行った
が、実績が交付決定額を下回ったこと
から、差額分を返還するための補正予
算を計上する必要があるもの。

個人番号カード交付事務事業
 105万7千円　

　国がマイナンバーカードと保険証と
の統合について明言したことによる申
請手続き増、また市老人クラブ連合会
と連携し、各単位老人クラブごとに出
張申請を行うにあたり人員が不足する
こと。また報酬額の変更に伴い予算不
足が発生することから、補正予算を計
上するもの。

牟田団地植栽伐採及び剪定
業務手数料
 13万8千円　
　牟田団地２・３号棟の適正な植栽管
理および今後の管理費用の削減のため、
不要な樹木等を伐採・剪定するもの。

大矢野図書館建設事業
 2,992万円　

　大矢野図書館建設事業への寄付（2
千万円）を活用し、遊具を充実させ、
更なる天草四郎公園および新図書館の
魅力向上を図るもの。市民アンケート
等でも施設整備要望が高いことから、
図書館に遊具等を併設し、図書館への
誘客力を向上させるとともに、宮津地
区全体の活性化を推進する。

一般会計 3億1,826万1千円を追加一般会計 3億1,826万1千円を追加
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税
務
調
査
に
よ
っ
て
熊
本
西
税
務
署
か
ら

指
摘
を
受
け
た
、
不
適
正
な
事
務
処
理
に
よ

る
源
泉
所
得
税
の
徴
収
漏
れ
事
案
に
係
る
も

の
で
、
源
泉
所
得
税
2
0
8
0
万
円
、
不
納

付
加
算
税
1
9
3
万
9
千
円
、
延
滞
税
50
万

円
の
合
計
2
3
2
3
万
9
千
円
を
増
額
す
る

補
正
予
算
が
執
行
部
よ
り
上
程
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
新
宅
靖
司
議
員　

他
1
名
が
、

予
算
書
の
一
部
を
修
正
す
る
修
正
動
議
を
提

出
。

　

修
正
の
内
容
は
、
不
納
付
加
算
税
お
よ
び

延
滞
税
の
合
計
2
4
3
万
9
千
円
を
削
除
す

る
も
の
で
、
賛
成
多
数
に
よ
り
修
正
案
が
可

決
さ
れ
た
。

〇
修
正
案
の
提
案
理
由

　

こ
の
事
案
は
、
所
得
税
法
2
0
4
条
を
理

解
せ
ず
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
た
事
に
よ
る

も
の
で
、
熊
本
西
税
務
署
に
よ
る
税
務
調
査

が
8
月
29
日
か
ら
9
月
2
日
ま
で
実
施
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
に
報
告
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
調
査
の
結
果
を
11
月

21
日
に
指
摘
・
報
告
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
12
月
議
会
の
議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び

議
会
開
会
日
に
も
報
告
し
な
か
っ
た
事
は
議

会
軽
視
で
あ
り
、
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
提

案
し
採
決
と
い
う
手
法
は
、
許
し
が
た
い
手

法
で
す
。

　

し
か
し
、
本
税
で
あ
る
2
0
8
0
万
円
は

所
得
税
法
に
違
反
し
、
税
務
署
に
指
摘
さ
れ

た
以
上
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
支
払
わ

な
い
場
合
は
、
さ
ら
に
延
滞
税
が
加
算
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
来
、
税
の
穴
埋
め
に
一
般

会
計
か
ら
予
算
計
上
す
る
こ
と
は
、
本
意
で

は
な
い
が
認
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
不
納
付
加
算
税
お
よ
び

延
滞
税
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
1

月
お
よ
び
2
月
で
あ
る
た
め
、
源
泉
徴
収
漏

れ
と
な
っ
た
対
象
者
か
ら
の
返
還
の
状
況
を

見
て
判
断
し
て
も
遅
く
は
な
く
、
そ
う
し
な

け
れ
ば
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。
同
時
に
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

の
三
役
が
減
給
し
、
あ
た
か
も
不
納
付
加
算

税
額
お
よ
び
延
滞
税
額
を
負
担
す
る
か
の
よ

う
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
間

違
い
で
あ
り
、
本
来
は
、
不
適
切
な
税
務
処

理
を
行
っ
た
事
に
対
す
る
市
民
へ
の
謝
罪
の

意
思
で
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
案
は
、
委
託
料
は
源
泉
し

な
く
て
も
よ
い
等
、
所
得
税
を
正
し
く
理
解

し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
年
も
の

間
、
部
下
に
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

ほ
ぼ
全
課
に
渡
り
所
得
税
法
2
0
4
条
違
反

行
為
が
行
わ
れ
、
組
織
的
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
考
え
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

市
は
、
市
民
か
ら
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、

健
康
保
険
税
な
ど
徴
収
す
る
役
所
で
あ
り
、

職
員
が
そ
の
業
務
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
市
民
の
納
税
意
識
が
低
下

し
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
、
市
民
に
謝
罪
し
こ

の
事
案
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の

信
頼
回
復
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

補正予算（第11号）の修正案が提案　議員間で議論に！

〇
提
案
者
へ
の
質
疑
（
一
部
）

問 

問
題
を
指
摘
で
き
な
か
っ
た
議
会
の

立
場
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 

議
会
は
、
予
算
執
行
や
事
業
に
つ
い

て
監
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
会
計
処
理
上

の
中
身
ま
で
監
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問 

不
納
付
加
算
税
と
延
滞
税
に
つ
い
て

も
一
括
し
て
計
上
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
二

つ
の
税
の
支
払
い
は
、
返
還
の
状
況
を
み
て

判
断
と
あ
る
が
、
駄
目
だ
と
判
断
し
た
場
合
、

予
算
計
上
は
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
そ

の
判
断
基
準
は
。

答 

予
算
計
上
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
こ
の
事
案
が
発
生
し
た
の
は
、
職

員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
欠
け
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
ず
は
、
そ
こ
を
直

し
、
市
民
へ
謝
罪
し
、
回
収
を
し
て
、
そ
の

後
支
払
う
べ
き
と
考
え
る
。

問 

不
納
付
加
算
税
と
延
滞
税
は
、
本
税

を
支
払
え
ば
間
違
い
な
く
増
え
な
い
の
か
。

答 

本
税
を
次
の
納
期
ま
で
に
支
払
え
ば
、

ど
ち
ら
も
加
算
さ
れ
な
い
。

問 

議
会
開
会
後
だ
が
、
議
長
、
副
議
長
、

総
務
常
任
委
員
へ
の
説
明
を
経
て
、
全
員
協

議
会
で
も
説
明
を
行
う
な
ど
、
丁
寧
な
対
応

と
思
う
が
、
議
会
軽
視
の
理
由
は
。

答 

11
月
21
日
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
報
告
が
遅
い
。
ま
た
、
議
会
最
終

日
に
提
案
さ
れ
て
お
り
、
議
員
も
考
え
る
い

と
ま
が
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
議
会
軽
視

だ
と
考
え
る
。

賛成8人、反対6人で修正案が可決
議論の様子（44分5秒頃～）

上記修正案を受け、議論の結果
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指定管理者の指定指定管理者の指定
★上天草市松島展望休憩所
指定管理者　上天草市松島展望休憩所指定管理
　　　　　　コンソーシアム
指定の期間　令和5年4月1日～
　　　　　　令和10年3月31日

可
決

▲上天草市松島展望休憩所

人事案件は次のように決まりました
人権擁護委員 藤　恵美子　（新任）　大矢野町

監査委員（代表監査委員） 杉田　省吾　（再任）　大矢野町

監査委員（議会選出監査委員） 井手口隆光　（新任）　姫戸町

主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

議案
番号 議案名 結果 表決数

北
垣
　
　
洋

井
手
口
隆
光

木
下

　
文
宣

何
川

　
　
誠

塩
田

　
真
一

嶋
元

　
秀
司

田
中

　
辰
夫

何
川

　
雅
彦

宮
下

　
昌
子

西
本

　
輝
幸

髙
橋

　
　
健

小
西

　
涼
司

新
宅

　
靖
司

田
中

　
万
里

桑
原
　
千
知

陳情
第2号

適格請求書等保存方式の導
入の延期を求める意見書提
出に関する陳情

採択 14‒0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
第91号

令和4年度上天草市一般会
計補正予算（第11号）
※ 新宅議員ほか1名から、
一部修正案が提出されま
した
　 （修正案賛成〇、反対●）

修正案
可決 8‒6 ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● －

※議案第91号の修正案の詳細は3ページに掲載 〇賛成　●反対　/欠席　－議長は除く

賛 否 表
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常
任
委
員
会

議
案
第
67
号
「
地
方
公
務

員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」

問 

定
年
が
伸
び
る
と
い
う
こ
と
か
。

ま
た
、
管
理
監
督
職
に
あ
る
も
の
は
年
齢

60
歳
で
管
理
職
を
外
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。

答 

令
和
5
年
度
か
ら
2
年
に
1
歳
づ

つ
定
年
年
齢
が
伸
び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
60
歳
で
役
職
定
年
と
な
り
課
長

補
佐
級
以
上
の
者
は
、
主
幹
級
に
下
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問 

新
規
採
用
職
員
の
採
用
に
影
響
は

な
い
の
か
。

答 

採
用
計
画
を
作
成
し
、
新
規
職
員

の
採
用
を
毎
年
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
案
第
72
号
「
上
天
草
市

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」

問 

変
更
点
は
何
か
。

答 

基
本
団
員
の
年
額
報
酬
の
引
き
上

げ
と
出
動
報
酬
を
新
設
し
ま
す
。
併
せ
て

災
害
、
人
命
救
助
等
に
従
事
し
た
場
合
に

従
事
時
間
に
応
じ
た
金
額
と
費
用
弁
償
を

支
給
し
ま
す
。

陳
情
第
2
号
「
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
の
導
入
の

延
期
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情
」

問 

意
見
書
の
案
で
、
中
小
零
細
な
自

営
業
者
と
中
小
業
者
と
い
っ
た
文
言
に
違

い
が
あ
る
が
。

答 

文
言
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
陳
情

の
内
容
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
は
な

く
、
中
小
企
業
で
あ
れ
、
零
細
企
業
で
あ

れ
、
個
人
事
業
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

議
案
第
68
号
「
上
天
草
市

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

問 

医
師
の
増
員
に
よ
る
条
例
改
正
か
。

ま
た
、
医
師
と
看
護
師
等
の
定
数
が
定
め

ら
れ
る
の
か
。

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
定
数
を
定
め

る
も
の
で
は
な
く
、
病
院
職
員
の
総
数
を

2
6
0
人
か
ら
2
6
5
人
に
変
更
す
る
も

の
で
、
医
師
と
看
護
師
の
内
訳
に
つ
い
て

は
内
部
で
調
整
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

議
案
第
85
号
「
工
事
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て
」

問 

中
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
大
規
模
改

修
工
事
だ
が
、
工
期
延
長
の
理
由
は
何
か
。

答 

床
材
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
納

期
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
延
長
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
4
年
12
月
13
日

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
4
年
12
月
12
日

本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
会

で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
主
な
も
の
）

▲上天草市出初式

経
済
建
設
常
任
委
員
会

令
和
4
年
12
月
9
日

可
決

可
決

採
択

可
決

可
決
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議
案
第
73
号
「
令
和
4
年

度
上
天
草
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）」

【
大
矢
野
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場

舗
装
工
事
1
4
0
0
万
円
に
つ
い
て
】

問 

金
額
が
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
初
予
算
へ
の
計
上
が
適
当
と
考
え
る
が
、

補
正
予
算
で
の
計
上
に
至
っ
た
理
由
は
何

か
。

答 

統
合
は
決
定
し
て
い
た
が
、
生
徒

の
安
全
性
や
利
便
性
の
た
め
、
乗
降
場
の

選
定
に
時
間
を
費
や
し
た
こ
と
か
ら
、
当

初
予
算
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
建
物
等
調
査
業
務
委
託
料
5
5
9
万
7

千
円
に
つ
い
て
】

問 

龍
ヶ
岳
体
育
館
横
を
駐
車
場
に
整

備
し
た
場
合
、
駐
車
場
不
足
は
解
消
さ
れ

る
の
か
。

答 

新
た
に
42
台
分
を
確
保
で
き
る
計

算
で
、
完
全
に
解
消
は
さ
れ
な
い
が
、
現

状
よ
り
改
善
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

問 

資
産
価
値
を
評
価
す
る
金
額
か
。

ま
た
、
業
務
内
容
は
。

答 

権
利
調
査
、
土
地
評
価
、
建
物
等

の
調
査
な
ど
、
財
産
購
入
の
交
渉
を
す
る

上
で
必
要
な
業
務
で
す
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
に
つ
い
て
】

問 

申
請
数
が
増
加
し
た
経
緯
は
。

答 

毎
週
水
曜
日
に
時
間
外
窓
口
を
設

け
、
ま
た
第
2
日
曜
日
に
大
矢
野
庁
舎
、

第
4
日
曜
日
に
松
島
庁
舎
で
午
前
中
に
受

付
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
策
に
よ
り
、
11
月
末
現

在
で
、
申
請
率
が
60
・
82
％
、
交
付
率
が

48
・
35
％
ま
で
増
加
し
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
運
送
業
事
業
者
燃
料
高
騰
に
係
る
事
業

継
続
支
援
助
成
金
3
千
万
円
に
つ
い
て
】

問 

本
助
成
金
の
対
象
と
な
る
事
業
者

の
数
は
。
ま
た
、
旅
館
で
行
っ
て
い
る
送

迎
は
対
象
と
な
る
の
か
。

答 
対
象
と
な
る
事
業
者
は
、
貨
物
の

運
送
事
業
者
約
14
社
、
旅
客
の
運
送
事
業

者
7
社
と
想
定
し
て
い
る
。
今
回
の
対
象

は
、
緑
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
を
所
有
す
る
運

送
業
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
費
国
庫
補
助
金
返
還
金
7

0
2
7
万
9
千
円
に
つ
い
て
】

問 

返
還
金
が
発
生
し
た
主
な
要
因
は

何
か
。

答 

接
種
対
象
者
を
全
市
民
で
計
画
し

て
い
た
た
め
、
接
種
実
績
に
伴
い
不
用
額

が
生
じ
た
も
の
で
す
。

【
平
隧
道
用
Ｐ
Ｃ
Ｌ
版
価
格
調
査
業
務
委

託
料
60
万
円
に
つ
い
て
】

問 

委
託
料
を
本
年
度
の
補
正
予
算
に

計
上
す
る
必
要
性
は
。

答 

本
年
度
設
置
予
定
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
版
に

つ
い
て
は
、
工
事
で
使
う
材
料
の
単
価
が

一
定
額
を
超
え
る
と
、
市
場
の
価
格
調
査

を
も
と
に
工
事
費
を
決
定
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
で
す
。

議
案
第
81
号
「
令
和
4
年

度
上
天
草
市
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）」

問 

今
回
、
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
処
理
場
費
の
内
容
は
。

答 

合
津
終
末
処
理
場
に
お
い
て
、
返

送
汚
泥
ポ
ン
プ
2
台
の
う
ち
1
台
が
経
年

劣
化
で
故
障
し
て
お
り
、
汚
水
処
理
に
支

障
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
修
繕
を
行

う
必
要
が
あ
る
も
の
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
4
年
12
月
8
日
、
15
日

▲大矢野中学校

▲龍ヶ岳体育館

▲時間外窓口

可
決

可
決
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一般質問

12月定例会では8人の議員が一般質問を行いました。
日程 議員氏名 質問事項

12
　
／
　
14

北垣　　洋
▶ 地域おこし協力隊について
▶ ブルーツーリズム推進の課題について

何川　雅彦
▶ 女性の社会進出について
▶ 新大矢野図書館の現状と今後の運営について
▶ 上天草総合病院の医師確保について

嶋元　秀司
▶ 移動期日前投票所の効果検証について
▶ 出産・子育て支援策について
▶ 赤潮対策について

宮下　昌子
▶ 災害時の避難と自主防災組織について
▶ 学校給食について

12
　
／
　
15

髙橋　　健

▶  令和2年度及び令和3年度の一般質問に対する各部署へのアンケート調
査について

▶ 子育て世代への支援と人口流出対策について
▶ 鳥獣被害対策について

井手口隆光

▶ コロナ禍前の経済を取り戻す政策について
▶ 事業誘致について
▶ 市長マニフェストについて
▶ （仮称）新大矢野図書館の運営について
▶ 避難所の設置について

塩田　真一

▶ 新ごみ処理施設の整備について
▶ ごみの減量化目標について
▶ ごみの資源化・減量化の取組みについて
▶ 松島地区清掃センターを活用した中継施設について

新宅　靖司
▶ 松島地区清掃センターについて
▶ 教良木・内野河内地区の現状と活性化について

一般質問の動画を配信しています！
　次ページからの各議員顔写真横のＱＲコードを読み取ると、一般質問の動画を視聴できます！

●注意（免責）事項●
・配信している映像は本市議会の公式記録ではありません。公式記録は会議録
をご覧ください。
・発言の訂正や取り消しが行われた場合、当該箇所の映像や音声が消去される
場合があります。
・視聴には大量のデータ通信が発生しますので、Wi-Fi 接続や定額通信サービ
ス環境での視聴を推奨します。
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北垣　　洋 議員

何川　雅彦 議員

新図書館の運営は直営か、指定
管理かＱ
Ａ 直営で行います

環境に与えるストレス等の調査は
実施されたのかＱ
Ａ 調査結果をもとに効果がある
対応策を実施していく

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
】

北
垣　

近
年
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
釣

り
、
公
務
員
養
成
塾
の
運
営
な
ど
、

本
市
で
は
、
特
色
の
あ
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
多
く
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
ど

の
よ
う
な
相
乗
効
果
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　

特
色
の
あ
る
隊

員
を
募
集
す
る
事
で
、
市
内
外
か

ら
注
目
を
集
め
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
隊
員
本
人

や
地
域
住
民
、
関
係
者
な
ど
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
取
組
の

盛
り
上
が
り
に
も
繋
が
っ
て
、
一

層
の
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

隊
員
同
士
が
連
携
協
力
す
る
事

で
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ
、
相
乗

効
果
に
よ
り
活
動
が
充
実
す
る
と

と
も
に
、
他
の
隊
員
の
活
動
へ
の

波
及
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
積
極
的
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
、
特
色
あ

る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
課

題
に
つ
い
て
】

北
垣　

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
、
漁
業
者
や

地
域
住
民
と
ど
の
よ
う
な
合
意
形

成
を
図
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
環

境
に
与
え
る
ス
ト
レ
ス
等
の
調
査

は
実
施
さ
れ
た
の
か
お
伺
い
す
る
。

経
済
振
興
部
長　

事
業
実
施
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
天
草
漁
業
協
同

組
合
上
天
草
総
合
支
所
に
、
事
業

の
制
度
設
計
に
関
し
て
の
説
明
を

行
っ
た
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
漁

業
関
係
者
お
よ
び
地
域
住
民
と
の

合
意
形
成
を
図
る
機
会
は
、
特
に

は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
環
境
に

与
え
る
ス
ト
レ
ス
等
の
調
査
に
つ

き
ま
し
て
は
、
熊
本
大
学
の
上
天

草
市
に
お
け
る
釣
り
場
環
境
の
向

上
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
調
査
結
果

を
も
と
に
、
効
果
が
あ
る
対
応
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
新
大
矢
野
図
書
館
の
現
状
と
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
】

何
川　

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

社
会
教
育
課
長　

本
体
工
事
は
、

本
年
度
3
月
末
の
竣
工
に
向
け
、

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し

て
い
ま
す
。
来
年
10
月
の
運
用
開

始
に
向
け
速
や
か
に
開
館
に
向
け

た
準
備
を
進
め
、
大
矢
野
森
記
念

図
書
館
か
ら
の
蔵
書
移
設
や
、
歴

史
資
料
室
展
示
に
お
け
る
展
示

ケ
ー
ス
等
の
設
置
作
業
、
文
化
財

資
料
等
の
収
蔵
庫
へ
の
搬
入
作
業

等
を
行
う
予
定
で
す
。

何
川　

運
営
方
法
を
直
営
に
し
た

理
由
は
。

社
会
教
育
課
長　

新
た
に
整
備
し

た
施
設
で
あ
り
、
基
本
理
念
に
基

づ
い
た
運
用
を
図
り
な
が
ら
、
管

理
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
で
、

今
後
指
定
管
理
等
を
実
施
し
た
場

合
に
お
い
て
も
、
業
務
を
し
っ
か

り
グ
リ
ッ
プ
す
る
た
め
、
ま
ず
は

直
営
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

何
川　

県
内
の
公
立
図
書
館
が
個

性
を
打
出
す
中
、
オ
ー
プ
ン
を
待

た
ず
早
期
に
Ｐ
Ｒ
す
る
考
え
は
。

社
会
教
育
課
長　

通
常
管
内
で

行
っ
て
い
る
新
書
や
図
書
館
イ
ベ

ン
ト
情
報
の
ほ
か
、
歴
史
資
料
室

の
情
報
と
併
せ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

様
々
な
方
法
で
早
期
か
ら
情
報
発

信
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
上
天
草
総
合
病
院
の
医
師
確
保

に
つ
い
て
】

何
川　

現
在
、
常
勤
医
師
が
い
な

い
診
療
科
は
。

病
院
事
務
部
長　

消
化
器
内
科
、

精
神
科
、
皮
膚
科
、
産
婦
人
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
放
射
線
科
、
麻

酔
科
で
す
。
な
お
、
産
婦
人
科
に

つ
い
て
は
、
令
和
5
年
1
月
か
ら
、

婦
人
科
の
常
勤
医
を
採
用
し
、
産

科
の
診
療
は
し
な
い
が
、
診
療
を

再
開
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

何
川　

医
師
を
常
勤
に
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
人
件
費
は
抑
制
で
き
る

の
か
。

病
院
事
務
部
長　

非
常
勤
医
師
の

報
酬
に
つ
い
て
は
、
常
勤
医
師
に

比
べ
高
額
と
な
っ
て
お
り
、
常
勤

医
師
が
採
用
で
き
る
と
、
人
件
費

は
減
少
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

何
川　

今
後
、
上
天
草
総
合
病
院

の
安
定
的
な
医
師
確
保
の
た
め
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

病
院
事
務
部
長　

大
学
病
院
か
ら

の
派
遣
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
学
医

局
員
の
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

今
以
上
の
当
院
へ
の
医
師
派
遣
は

厳
し
い
状
況
だ
が
、
今
後
も
継
続

し
て
医
師
派
遣
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
医
師
紹
介
会
社
を
利
用

し
な
が
ら
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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嶋元　秀司 議員

赤潮対策緊急支援事業の利用状況はＱ
Ａ 利用できるか見直しも含め
県と協議していく

【
学
校
給
食
に
つ
い
て
】

宮
下　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
何

度
も
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
令
和

元
年
12
月
議
会
で
取
り
上
げ
た
給

食
パ
ン
に
つ
い
て
は
、
本
年
2
学

期
か
ら
国
産
小
麦
1
0
0
％
で
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
画
期

的
な
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
ま
た
、
市
長

は
所
信
表
明
で
負
担
軽
減
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
た
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

市
長　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
は
、
必
要
不
可
欠
な
課
題
で

す
。
学
校
給
食
費
も
、
非
常
に
負

担
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
実

で
も
あ
り
ま
す
。
食
材
等
の
価
格

高
騰
に
係
る
費
用
も
含
め
て
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
す
。
年
明
け

早
々
に
、
来
年
度
予
算
の
編
成
が

ほ
ぼ
固
ま
り
ま
す
。
何
ら
か
の
形

で
、
軽
減
措
置
は
取
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

宮
下　

こ
れ
ま
で
、
ず
っ
と
訴
え

て
き
た
の
で
、
少
し
で
も
保
護
者

負
担
が
少
な
く
な
る
と
い
う
の
は
、

こ
こ
で
訴
え
て
き
た
甲
斐
が
あ
る
。

現
在
の
保
護
者
負
担
額
は
総
額
い

く
ら
か
。

学
務
課
長　

現
在
の
試
算
で
、
7

千
6
0
0
万
円
程
度
で
す
。

宮
下　

熊
本
県
が
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
を
来
年
度
か
ら
就
学
前
ま

で
拡
充
す
る
。
ぜ
ひ
、
そ
の
分
を

給
食
費
の
負
担
軽
減
に
回
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

次
に
、
地
元
食
材
の
活
用
に
つ

い
て
、
市
の
現
状
は
。

学
務
課
長　

米
、
魚
の
切
り
身
、

イ
リ
コ
や
チ
リ
メ
ン
、
根
菜
類
等

多
く
の
品
目
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

重
量
ベ
ー
ス
で
27
・
3
％
で
す
。

宮
下　

前
回
、
長
野
県
塩
尻
市
の

『
農
産
物
流
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
制
度
』
を
紹
介
し
た
が
、
そ

の
後
、
研
究
さ
れ
た
の
か
。

学
務
課
長　

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
私
の
方
で
は
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
。

宮
下　

こ
こ
で
紹
介
し
て
も
、
研

究
も
さ
れ
な
い
よ
う
で
は
進
ま
な

い
。
調
査
研
究
は
必
要
で
は
な
い

の
か
。
大
分
県
臼
杵
市
で
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
有

機
農
業
を
進
め
、
学
校
給
食
に
も

活
用
し
て
い
る
。
企
画
政
策
課
や

農
業
・
漁
業
も
関
わ
っ
て
く
る
の

で
、
ぜ
ひ
研
究
し
て
頂
き
た
い
。

宮下　昌子 議員

学校給食費の負担軽減に
言及されたが、具体的にはＱ
Ａ 何らかの形で軽減措置はとりたい

【
赤
潮
対
策
に
つ
い
て
】

嶋
元　

国
・
県
と
連
携
し
た
赤
潮

被
害
に
対
す
る
緊
急
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
予
算
の
割
に
対
象
額

の
範
囲
が
少
な
く
、
事
業
者
か
ら

使
い
勝
手
が
悪
い
よ
う
に
感
じ
る

と
い
う
意
見
も
出
て
い
る
が
、
内

容
か
ら
し
て
手
軽
に
利
用
出
来
る

よ
う
な
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。
今
後
の
支
援
策
の

利
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

経
済
振
興
部
長　

支
援
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
は
へ
い
死
魚
の
処
理
、

中
間
魚
購
入
、
赤
潮
の
早
期
駆
除

に
必
要
な
駆
除
経
費
の
3
つ
を
支

援
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
の
折
に
は
、
事
業
者
の

方
か
ら
支
援
利
用
の
条
件
に
つ
い

て
、
厳
し
い
ご
意
見
も
伺
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
、
ど

れ
く
ら
い
中
間
魚
が
現
実
に
購
入

で
き
る
の
か
な
ど
総
合
的
に
精
査

し
た
う
え
で
、
制
度
の
見
直
し
も

含
め
、
県
に
対
し
申
し
入
れ
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
出
産
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
】

嶋
元　

先
の
国
会
で
閣
議
決
定
さ

れ
た
令
和
4
年
度
第
2
次
補
正
予

算
の
出
産
子
育
て
交
付
金
に
つ
い

て
、
本
市
の
環
境
整
備
に
向
け
た

取
組
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

か
。

　

ま
た
、
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で

切
れ
目
の
な
い
伴
走
型
相
談
支
援

体
制
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
継
続
し
て
い
く
か
。

健
康
福
祉
部
長　

出
産
子
育
て
応

援
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
体
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
伴
走

型
支
援
を
充
実
し
、
経
済
的
支
援

を
一
体
と
し
て
実
施
す
る
事
業
を

支
援
す
る
も
の
で
、
市
と
し
て
は
、

交
付
金
を
活
用
し
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伴
走
型
相
談
支
援
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
母
子
へ

の
相
談
支
援
を
継
続
し
て
い
く
と

と
も
に
、
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
の
判
断
で
支
給
形
態

が
実
施
可
能
で
あ
る
事
か
ら
、
本

市
の
実
情
に
応
じ
た
具
体
的
な
実

施
方
法
を
今
後
検
討
す
る
事
と
し

て
い
ま
す
。
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井手口隆光 議員

地域経済対策の取組の具体策はＱ
Ａ 複数年の継続的な対策が必要

複数部課にまたがる課題解決に
むけた協議の現状はＱ
Ａ 主管課とそうでない部署の
温度差を感じている

　

各
議
員
が
令
和
2
年
度
か
ら
令

和
3
年
度
ま
で
に
行
っ
た
一
般
質

問
に
つ
い
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
対
応
が
な
さ
れ
た
の
か
、
実
施

達
成
、
予
算
化
、
調
整
中
、
対
応

不
可
の
4
段
階
評
価
で
、
執
行
部

に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
評
価
を
行
っ
た
う
え
で
、

問
題
解
決
に
向
け
た
過
程
に
つ
い

て
問
う
。

髙
橋　

複
数
部
課
に
ま
た
が
る
課

題
の
解
決
に
向
け
た
協
議
の
現
状

は
。

副
市
長　

関
係
す
る
部
署
が
集
ま

り
、
課
題
解
決
に
向
け
て
協
議
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
複
数
の
部
署

に
ま
た
が
る
場
合
に
は
、
課
題
が

複
雑
で
多
岐
に
渡
る
場
合
が
多
く
、

例
え
ば
、
所
管
が
国
や
県
に
あ
る

場
合
や
、
解
決
に
向
け
た
施
設
設

備
に
大
き
な
費
用
を
要
し
た
り
、

市
民
の
意
見
が
分
か
れ
た
り
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
複
数
の
部

署
に
ま
た
が
る
こ
と
に
よ
り
、
進

捗
管
理
が
曖
昧
と
な
ら
な
い
よ
う
、

主
管
課
が
関
係
す
る
課
と
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

市
長　

行
政
に
関
わ
る
課
題
解
決

は
、
複
数
の
部
課
に
渡
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
関
係
部
署
が
集
ま
っ
て

協
議
を
し
ま
す
が
、
全
て
が
上
手

く
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

主
管
と
な
る
課
が
予
算
を
上
げ

て
、
対
策
を
と
っ
て
い
く
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
ま
す
が
、
私
の
印
象

と
し
て
は
、
主
管
課
と
、
そ
う
で

な
い
と
こ
ろ
の
温
度
差
が
ど
う
し

て
も
出
て
き
て
お
り
、
そ
こ
が
一

つ
の
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

立
場
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
熱
量
で
対
応
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。
も
っ
と
職
員
の

意
識
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
も
の
が
運
ば
な
い

ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。

髙
橋　

副
市
長
の
答
弁
の
中
で
、

進
捗
管
理
と
あ
っ
た
が
、
他
課
に

ま
た
が
る
課
題
に
関
し
て
は
、
一

朝
一
夕
に
解
決
で
き
な
い
問
題
が

多
い
と
感
じ
て
い
る
。
市
民
の
皆

様
に
伝
え
る
た
め
、
一
般
質
問
を

さ
れ
た
議
員
や
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
随
時
、
進
捗
管
理
を
し
て

い
く
よ
う
、
各
課
に
目
を
光
ら
せ

て
お
い
て
ほ
し
い
。

　

市
長
の
答
弁
で
は
、
温
度
差
が

感
じ
ら
れ
る
と
あ
っ
た
が
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
市
を
良
く
し

よ
う
と
い
う
職
員
の
情
熱
の
向
上

を
、
職
員
全
体
に
広
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
。
議
員
も
全
力
で

市
民
の
声
を
代
弁
し
て
い
る
た
め
、

市
長
、
副
市
長
を
は
じ
め
、
全
身

全
霊
問
題
解
決
に
向
け
て
、
決
し

て
諦
め
る
こ
と
な
く
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
す
る
。

【
コ
ロ
ナ
禍
前
の
経
済
を
取
り
戻

す
政
策
に
つ
い
て
】

井
手
口　

上
天
草
市
内
の
地
域
経

済
を
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
戻
す
こ
と

は
、
円
安
が
続
く
中
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
な
ど
を
考

え
る
と
、
国
の
補
正
予
算
に
よ
る

対
策
だ
け
で
な
く
、
市
独
自
の
対

策
案
も
講
じ
な
が
ら
も
難
し
い
と

思
う
が
。

経
済
振
興
部
長　

低
迷
し
た
経
済

の
完
全
な
回
復
に
は
、
複
数
年
に

わ
た
る
継
続
的
な
対
策
が
必
要
で

す
。
現
在
の
課
題
に
対
す
る
事
業

者
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
併
せ

て
将
来
に
向
け
た
経
済
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
将
来
に

向
け
た
経
済
対
策
と
し
て
、
地
域

内
消
費
の
継
続
的
な
経
済
循
環
を

図
る
べ
く
、
地
域
通
貨
に
よ
る
お

金
の
域
内
循
環
を
目
指
し
、
ま
ず

は
、
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
等
の
シ
ス

テ
ム
構
築
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
】

井
手
口　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
塾

講
座
の
開
講
と
支
援
に
つ
い
て
、

市
長
が
考
え
る
塾
講
座
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

市
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
う
塾
講

座
は
様
々
な
分
野
が
あ
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
、
夏
休
み
と
か

年
末
年
始
の
冬
休
み
と
か
の
時
期

に
、
受
験
生
を
対
象
と
し
た
講
座

を
試
験
的
に
や
っ
て
み
て
、
当
然
、

効
果
を
検
証
す
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
市
外
の
塾
に
通
う

負
担
よ
り
も
軽
い
負
担
で
と
思
う

が
、
詳
細
は
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

井
手
口　

市
長
は
、
教
育
は
非
常

に
大
事
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
お

持
ち
で
、
私
も
そ
う
思
う
1
人
。

学
校
や
親
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

総
力
を
挙
げ
て
、
地
域
の
中
で
人

を
育
て
て
い
け
る
よ
う
な
土
台
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

【（
仮
称
）
新
大
矢
野
図
書
館
の
運

営
に
つ
い
て
】

井
手
口　

新
大
矢
野
図
書
館
の
運

営
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
方
針

や
計
画
等
の
説
明
を
。

社
会
教
育
課
長　

推
進
計
画
を
も

と
に
施
設
整
備
を
進
め
、
図
書
館

の
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

髙橋　　健 議員



112023 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

塩田　真一 議員

【
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
】

塩
田　

施
設
本
体
や
土
地
造
成
工

事
、
そ
の
他
経
費
を
含
め
た
本
市

の
負
担
総
額
お
よ
び
財
源
は
。

市
民
生
活
部
長　

建
設
費
に
つ
い

て
は
、
28
億
3
4
0
0
万
円
程
度
、

ま
た
、
15
年
間
の
管
理
運
営
費
と

し
て
、
年
間
1
億
3
6
0
0
万
円

程
度
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

財
源
に
つ
い
て
、
本
市
負
担
分

の
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
有
利
な

過
疎
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、

残
額
を
一
般
財
源
と
す
る
予
定
で
、

運
営
費
に
つ
い
て
は
全
額
一
般
財

源
と
し
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

塩
田　

早
期
の
施
設
完
成
は
、
本

市
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
だ

が
、
一
方
で
、
負
担
い
た
だ
く
市

民
の
皆
様
に
も
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
、
合
理
的
な
支
出
の
在
り

方
も
必
要
だ
と
思
う
。

【
ご
み
の
減
量
化
目
標
に
つ
い
て
】

塩
田　

年
度
ご
と
に
具
体
的
な
削

減
目
標
を
掲
げ
、
取
組
評
価
を
す

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
思
う

が
、
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
の

発
生
抑
制
、
再
利
用
の
促
進
、
リ

サ
イ
ク
ル
お
よ
び
不
法
投
棄
、
野

焼
き
の
防
止
な
ど
、
数
値
目
標
を

設
定
の
う
え
、
ご
み
の
減
量
化
、

適
正
処
理
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

塩
田　

今
後
、
ご
み
の
減
量
化
に

向
け
た
取
組
は
予
定
し
て
い
る
の

か
。

市
民
生
活
部
長　

今
後
、
家
庭
で

の
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
補

助
金
の
交
付
、
ご
み
の
分
別
指
導

お
よ
び
広
報
媒
体
等
を
利
用
し
た

呼
び
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
、
ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
お
よ
び
令
和
5
年
4

月
施
行
予
定
の
食
品
ロ
ス
の
削
減

推
進
に
関
連
を
持
た
せ
て
、
ご
み

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

塩
田　

ご
み
減
量
化
の
課
題
は
、

新
ご
み
処
理
施
設
の
稼
働
開
始
に

向
け
て
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
で

あ
る
た
め
、
今
後
と
も
、
よ
り
具

体
的
な
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
ご
み
処
理
は
、

生
活
の
根
幹
の
部
分
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
ご
み
処
理
行
政
の
実
現

に
よ
る
、
市
民
の
よ
り
よ
い
生
活

環
境
の
実
現
に
向
け
、
今
後
と
も

活
発
な
意
見
交
換
を
お
願
い
す
る
。

ごみの減量化に向けた仕組みづくりはＱ
Ａ 一般廃棄物処理基本計画に
基づき取り組んでいる

新宅　靖司 議員

ごみ処理の中継施設を連合で
運営してもらってはＱ
Ａ 可能であれば広域連合で
運営してもらいたい

【
松
島
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
】

新
宅　

松
島
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ
る
車
の
台
数
と
ご
み

の
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

松
島
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
中
継

施
設
と
し
て
運
営
す
る
場
合
と
直

接
搬
入
す
る
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
年
間
予
算
は

ど
の
く
ら
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

令
和
3
年
度
、

上
天
草
市
分
の
搬
入
台
数
が
2
万

1
5
1
1
台
、
搬
入
量
が
7
8
2

9
ト
ン
。
倉
岳
町
分
の
搬
入
台
数

が
1
7
9
8
台
、
搬
入
量
が
5
3

4
ト
ン
で
す
。
中
継
施
設
と
し
て

運
営
す
る
場
合
の
費
用
は
、
整
備

費
を
含
め
、
年
間
1
億
9
1
3
3

万
円
、
直
接
搬
入
す
る
場
合
の
年

間
の
費
用
は
、
1
億
4
2
7
2
万

円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
直

接
搬
入
す
る
方
が
、
年
間
約
4
9

0
0
万
円
安
価
と
な
る
が
、
搬
入

距
離
が
こ
れ
ま
で
の
約
2
倍
と
な

り
、
新
ご
み
処
理
施
設
周
辺
の
収

集
車
両
の
交
通
渋
滞
の
発
生
や
、

一
般
家
庭
等
か
ら
の
直
接
持
込
み

が
不
便
と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
等
を
踏

ま
え
、
中
継
施
設
を
設
置
の
う
え
、

運
営
し
て
い
く
方
が
費
用
対
効
果

が
大
き
い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

新
宅　

現
段
階
で
、
中
継
施
設
は

上
天
草
市
で
運
営
す
る
予
定
で
計

画
中
だ
が
、
広
域
連
合
で
運
営
し

て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長　

私
も
、
当
然
連
合
で
運
営

し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

【
教
良
木
・
内
野
河
内
地
区
の
現

状
と
活
性
化
に
つ
い
て
】

新
宅　

松
島
商
業
高
校
は
、
平
成

24
年
3
月
に
、
教
良
木
中
学
校
は
、

平
成
26
年
3
月
に
閉
校
と
な
り
、

跡
地
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
。
企

業
誘
致
は
、
市
長
就
任
後
8
年
間

で
1
件
（
前
市
長
が
誘
致
）
で
あ

る
が
、
市
の
空
地
利
用
や
若
者
が

定
住
で
き
る
よ
う
に
積
極
的
に
取

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
教
良
木

在
住
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方

が
跡
地
利
用
計
画
を
策
定
し
て
い

る
の
で
、
協
力
し
て
県
に
申
し
入

れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

市
の
学
校
跡
地
利
用
を
促
進
す
る

た
め
に
、
固
定
資
産
税
等
の
優
遇

措
置
が
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

税
の
平
等
性
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
慎
重
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
宅　

教
良
木
小
は
学
年
1
人

〜
5
人
で
全
校
生
徒
が
20
人
で
あ

る
。
今
後
の
統
廃
合
に
向
け
た
取

組
は
。

学
務
課
長　

3
校
同
時
で
は
な
く
、

教
良
木
小
学
校
を
優
先
し
て
協
議

を
行
っ
て
い
く
。



12 2023 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

令和5年1月23日（月）に臨時会が開催され、補正予算1
件、再議案件1件、その他1件を審議し、すべての議案を
原案のとおり可決しました。

１月臨時会１月臨時会
補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）
伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金の一体的実施事業

1,675万円
　国の令和4年度第2次補正予算において、出産・育児等の見通しを立てるための面
談およびその後の継続的な情報発信、随時の相談受付等を行う「伴走型相談支援」
および経済支援として、妊娠届出時および出生届出後に合計10万円相当を支給する
「出産・子育て応援交付金」が創設されたことに伴うもの。

賛 否 表 主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

議案
番号

議案名 結果 表決数
北
垣

　
洋

井
手
口
隆
光

木
下
文
宣

何
川

　
誠

塩
田
真
一

嶋
元
秀
司

田
中
辰
夫

何
川
雅
彦

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋

　
健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

田
中
万
里

桑
原
千
知

議案
第91号

令和4年度上天草市一般会計
補正予算（第11号）【再議】

原案
可決 13-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 ー

〇賛成　●反対　／欠席　－議長は除く

再
議
理
由 

※
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
掲
載

市
長　

さ
き
の
定
例
会
に
お
け
る
修
正

議
決
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
延
滞
税
お
よ

び
不
納
不
加
算
税
は
、
国
税
通
則
法
の

規
定
に
よ
り
本
市
の
義
務
に
属
す
る
経

費
で
あ
る
た
め
、
法
令
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
経
費
を
削
除
ま
た
は
減
額
す
る
議

決
を
し
た
と
き
は
、
理
由
を
示
し
て
再

議
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

質
疑

問 

所
得
税
の
徴
収
も
れ
に
つ
い
て
、

12
月
に
修
正
議
決
を
さ
れ
た
の
ち
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
た
の
か
。

答 

市
Ｈ
Ｐ
お
よ
び
市
広
報
に
報
告

と
謝
罪
文
を
掲
載
し
、
対
象
者
へ
は
、

12
月
21
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
部

長
・
課
長
の
管
理
職
が
全
対
象
者
を
訪

問
し
、
謝
罪
と
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

１
月
16
日
か
ら
は
再
度
訪
問
し
、
確
定

申
告
お
よ
び
還
付
後
の
納
付
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
12
月
28
日
に
所
属
部
長
７
名
に
文

書
訓
告
、
課
長
19
名
に
口
頭
訓
告
の
処

分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員

研
修
の
開
催
お
よ
び
検
証
会
議
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

〇再議案件（令和４年 議案第91号 令和４年一般会計補正予算（第11号）について）

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金 

１
６
７

５
万
円
に
つ
い
て

問 

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
に
妊
娠
届
お

よ
び
出
生
届
を
出
さ
れ
た
人
が
該
当
す
る

の
か
。

答 

今
回
の
出
産
子
育
て
応
援
給
付
金

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

に
出
産
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
お
り
、

妊
娠
届
出
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月

以
降
、
令
和
５
年
３
月
ま
で
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

問 
妊
娠
届
を
し
た
と
き
に
５
万
円
、

出
産
後
５
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、
多
胎

児
の
場
合
は
１
人
に
つ
き
５
万
円
と
い
う

こ
と
で
理
解
し
て
い
い
か
。

答 

新
生
児
１
人
当
た
り
５
万
円
と
な

る
た
め
、
多
胎
児
に
つ
い
て
は
、
子
供
の

人
数
掛
け
る
５
万
円
の
給
付
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
案
第
1
号 

令
和
4
年
度
上
天

草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

12
号
）
に
つ
い
て



132023 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

議会報告会を開催

　総務常任委員会では、12月7日（水）に松島地区清掃センターにおいて所長をはじめ広域連合職員

と本市環境衛生課職員と「新ごみ処理施設整備に係る松島地区清掃センターの中継施設としての活用

について」をテーマに議会報告会を開催しました。施設の視察を行った後、今後の中継施設としての

運営計画や清掃センターの搬入ごみの現状等について質疑応答を行い、また、近所の方からの不安の

声や市民の方へごみの減量化の意識付けを行ってほしい旨等を共有しました。このような意見交換を

経て、委員会としては、今後も現状把握に努めながら調査を重ね、政策提言につなげていくこととし

ています。

総務常任委員会

　経済建設常任委員会では、12月9日（金）に市役所大矢野庁舎において地域おこし協力隊を含む本

市へ移住された方々と「起業・創業・就業等の支援について」をテーマに議会報告会を開催しました。

参加者からは「起業するためのノウハウがなく、自分で何かを起こす最初のハードルがすごく高い。

地域との関係づくりでは、地域の皆さんとの関係性やつながりなど仕組みを理解することに苦労した。」

等の意見がありました。また、今後必要と考える取組や

支援については、「起業や創業に当たっての講習会や学

習会の開催。様々な問題を解決するために、上天草市の

「人・モノ・仕事」の情報をシェアし、マッチングを図

るなど、足りない部分を補い合える新たなシステムを構

築したらどうか。」「事業者や移住者との定期的な情報交

換の場を設けてほしい。」等の意見がありました。委員

会としては、本市で起業や創業、新規就業等を目指す方々

が活動しやすい環境を整えられるよう、継続した協議を

行うこととしています。

経済建設常任委員会

▲視察の様子▲意見交換の様子

▲地域おこし協力隊の活動
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　広報委員会では、議会だより「えがお」に対する皆さまのご意
見・ご感想を募集します。
　皆さまのご意見等を参考に、市議会をより身近に感じていただけ
るよう、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いし
ます。
■応募方法　 ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りくだ

さい。
■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想
■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514
　　　　　　上天草市議会事務局
　　　　　　FAX：0964-56-4936
　　　　　　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp
■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

ご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き
11月
   3日　県知事及び県議会議長へ天草幹線道路

の早期完成を求める要望活動

12月
  11月30日～12月20日
　　　　市議会第８回定例会
   7日　総務常任委員会議会報告会
   9日　経済建設常任委員会議会報告会
  17日　第12回社会福祉大会

1月
   3日　きなっせ上天草　二十歳の記念式典
   4日　上天草市消防出初式
  23日　市議会第１回臨時会
  31日～2月1日
　　　　九州市議会議長会（大分県大分市）

議員の失職について
　現職であった議員が、上天草市長選挙（令和4年11月20日投開票）に立候補したため、

公職選挙法第90条の規定により、令和4年11月13日付で自動失職となりました。

　また、公職選挙法第113条に規定される期日までに当該議員より退職の申し出がなかっ

たため、市長選挙に便乗した補欠選挙が行われなかったことから、当該議員の議席であった

14番を欠員とし、委員会構成についても、当該議員が所属していた経済建設常任委員会、

予算決算常任委員会および宮津地区将来構想調査特別委員会の各委員会については欠員とな

ります。

　なお、その他の職については次のとおり選任されました。

　〇議会選出監査委員　　　　　　　　　井手口隆光　議員

　〇上天草・宇城水道企業団議会議員　　嶋元　秀司　議員

　〇議会広報編集委員長　　　　　　　　小西　涼司　議員

　〇　　〃　　副委員長　　　　　　　　宮下　昌子　議員

　〇　　〃　　　　委員　　　　　　　　何川　　誠　議員

表紙紹介

　二十歳の記念式典で姫戸町の代表と
して抱負を述べられた山下さん。短大
卒業後に保育士を目指していると語っ
ておられました。目標に向かって頑
張って！
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次の定例会は 2月24日開会です。テレビ・インターネット中継もご利用いただけます！
詳しくは議会事務局へ　0964‒26‒5536

まちを歩いて… 姫戸町

松島町

　姫戸町姫浦地区の地名発祥の基となる神社です。
景行天皇（在位西暦71年～130年）の船団が、八
代海を南下している時、天皇の御座船が転覆寸前
になり、同乗していた姫君が竜神に天皇の救命の
祈りを捧げ、波の中に身を投げました。すると見
る見るうちに凪となり天皇は救われました。海岸
には、船のような石と信玄袋そのままの石があっ
たそうで、人々は『舟石』『袋石』と名付け、
代々ご神体としてお守りし大切にしています。
 （姫戸町姫浦塩屋区）
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